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1．はじめに

　OED（o∫，49）にょると、　o∫構造が人の所有・所属関係を示す意味で使われ始めたのは、

13世紀以降である。現代英語では、以下の構文に相当するものである。

　　　1）　a　friend　of　mine

　　　2）　the　silence　of　him

上の例文1）のようにo∫構造が属格を含む場合がある。所有等の意味関係は前置詞ofで既に

示されているのに重ねて属格を用いるこの用法を、二重属格（dOuble　genitive）（または

後置属格（post－geni　tive）、冗長属格（Pleonasti　c　genitive））という。上記の2例の構

文を区別して、本稿においては、1）を二重属格、2）をof＋与格構造と呼ぶこととする。

　本稿では、まずその起源に対する諸説を調べ、現代英語における二重属格の特徴を検討

した上で、15世紀の代表的散文トマス・マロリー「アーサー王の死」における二重属格の

使用状況を検討し、現代英語における用法と比較する。

1．二重属格の起源

　古英語において、所有はもっぱら属格によって示された。of構造が所有を意味する用法

は後期古英語に見出される。二重属格構造をうみだした前置詞ofの意味・用法については、

大きく分けて、部分説と同格説とがある。

　OED（of，44）はof＋所有格（属格）、つまりafri　end　of　mineの用法の起源を以下の

ように説明している。

　　　Ori　gi　nal　ly　par’ti　tive，　but　seubseq・　used　instead　of　the　simple　possessive

　　　（of　the　possessor　or　author）　Wher∋　this　would　be　awkWard　or　ambiguous，　or

　　　as　equivalent　to　an　apPositivO　phrase；　e●9・　this　son　of　m｛ne　・＝this　my

　　　son；　a　dog　o／　John’5＝a　dog　which　i　s　John，　ss　a　dog　belonging　to　John・

　　　（Al　l　the　early　examples，　and　many　of　the　later，　are　capable　of

　　　explanation　as　parti　tive・）

　このように、二重属格は、もともとは部分的（parti　ti　ve）意味を持っていたという説の

代表として、matZmer（IL　222）をあげたい。彼によれば、前置詞oノは「…　　の一部分

（中）からj（’out　of　the　nurnber　oF）を示し、　oノ＋属格は先行する名詞の複数形を省略

したものであり、aboole　o∫hisはia　book　of（fr◎m　out　the　nurTber　of）his　books’

　が元来の構造であるという。しかし、主要語となる名詞は数多く（少なくとも、文申の

名詞が示す数よりも多く）あることが最低条件となるが、that　nDse　bf　hisというように

蛍一の所有物を表したり、that　COUγage　of　hisのように主要部が不可算名詞であったり

する場合は、部分属格の用法とみることは不可能である。こうした矛盾した例に対しては、

95



t“latZnerは、部分的特質が時が経つにつれて次第に失せていったからだとする。しかし、

部分的意味を持たない二重属格構造は、中英語に数多く存在し、完全に無視できるもので

はないであろう。

　Jespersen（1927）はAMoclern　Engtish　Gγanunar　（皿，1・5）で、　「部分」説に反対する。

部分的意味をはっきり示すone　of　my∫γiendsが　a∫riend　of　mine　に対して存在す

るというのである。前者は明らかに他に複数の「私の友人達」がいることを前提とするが、

後者にはその前提は必要ではなく「私の友入」が一人でも複数でもよい。つまり、二重属

格は、それが示す名詞が複数あることを全く前提としないのであるから、　「…　の一部

分（中）から」ととる「部分」説は意味をなさないとする。

　Jespersenは、　r部分」説に対して同格（aPP◎sitioma1）説を唱える。彼によれば、前置

詞oノは意味上相等しい二つの単語を繋げる機能があり、しいて意殊をあげれば「…　　で

ある～」（Vho　is，，　Vhich　is，）となる。この前置詞ofの機能は、　the　thγee　o／us，　the

City　o∫Romeに見られる。　「同格」説であれば、　that　nose　of　his＝’that　nose　Which

is　his°もafriend　o∫mine＝ia　friend　who　is　mine（my　friend），同様説明がつく。

　Kbllner（1890）も、　Jespersenと同様に、二重属格は、前置詞oノが「部分」を示す構文

から派生したとする考えには無理があるとする。それに合致しないthat　nose　of　hisのよ

うな文が中英語にも多く見られる点を彼も重視している。

　hbllnerは、二重属格の発生には必要性があったとする。つまり、古英語においては、

所有代名詞は純粋に所有・所属を意味する形容詞であったのが、中英語（現代英語も同じ

く）では、決定的意味（deteml　native　meaning）を持つようになった。所有代名詞は、古

英語では定冠詞と共起し得たが、中英語では定冠詞は余分になり、また、不定冠詞と共起

するのは不可能となった。彼によると、二重属格は、　「所有」と「不定」の概念を同時に

示すのに不可欠な構造として登場したということになる。名詞の「不定」の概念は前置の

不定冠詞で、　「所有」の概念は後置のof構造で示される。しかし、なぜ、与格ではなく属

格を用いる二重属格構造となるのかのKellney’の説明は明確ではない。

　所有代名詞や名詞の属格が「定」の概念を示すため、　「不定」名詞の場合、of構造が用

いられることはA1　tenbeng（1982：27－31）も指摘している。ほぼ同等の意味で使われる名詞

の属格とoノ構造ではあるが、17世紀に入ると、

　　　（a）　non－defi　nite　phrases：　a　house　o∫　my　uncte’5．

　　　（b）　part　itive　constructions　3　a　9γain　o∫　nnLstaγd　seed．

　　　（c）　expressions　denoting　material：　a　cγount　o∫　90td．

　　　（d）　expressions　denoting　place　of　ori　gi　n：　Jesus　o∫Nazaγeth．

　　　（e）　expressions　denoti　ng　qual　i　ty：　debat　es　o∫　impoγtance．

　　　（f）　expressions　denoti　ng　geographi　cal　apP◎siti　ons：　the　γiveγo∫Joγdane．

以上の表現においては、of構造のみが使用される。これらの表現を名詞の属格を用いて言

い換えることはできない。上の（a）は、二重属格である。
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　ここで、Kellnerが文献に現れる時期の順によって二重属格構造を3分類していること

に注目したい。

　　　La（飢y，θひθγy，　no，　etc．）fγi　end　o∫漁θ

　　　　　　　　　　　　　　一不定冠詞とo∫＋所有代名詞を含む。

　　　n．α㎞yg配oノ々ゴ㎎Aγthu〆5

　　　　　　　　　　　　　　一不定冠詞とo∫＋名詞の属格を含む

　　　皿．that　nose　of　his

　　　　　　　　　　　　　　一指示代名詞とof＋所有代名詞を含む。

　　　　　または、例外的に、

　　　　　the　imyght　O∫leing　Aγthuγ，5

　　　　　　　　　　　　　　一定冠詞とo∫＋名詞の属格を含む

上の分類のうち、1とllは、　Chaucerの作品で既に14世紀には見られることは、

kbllnerとJespersenによって指摘されている。　Van　der　Gaaf（1926）によると（ただし、

この論文は手に入らなかったため、Hatcher（1950）の引用を参考とした）、1とllは13

00年頃、IHは1350年頃の文献に確認されるという。

　Kbllnerによれば、もともと、不定の概念を示す必要性から発達した二重属格構造であ

るのだから、皿の構文が後から現れるのは当然のことであるとする。

2．現代英語における二重属格の統語的・意味的特徴

　現代英語においても、二重属格は「不定」の概念を表す。それは、名詞の属格や蕨有代

名詞の機能との比較によって明確に示される。quirk　et　al．（1985：327f）も｝旨摘するよう

に、名詞の属格または所有代名詞は、定（defini　te）を示す決定詞的（detemlnative）機能

を有するもので、不定（indefinite）を示すには、　of＋与格構造または二重属格構造が用い

られる。

　　　（i）Susan’SS。n－→　as。n　of　Susan，　a　s。n　of　Susan’S

　　　（ii）her　S。n　　－　as。n　of　hers

また、ason　of　Susanのような二重属格用法においては、その名詞句の主要語（head）は基

本的に不定（indefinite）でなければならないとQuirk　et　al．は言う。

　Of＋与格構造と二重属格を比較して、両者には明らかに、意味的・統語的相違があるこ

とを、McCawley（1988：389）は指摘している。

　　　A）しet　me　tell　yOu　about　a　strange　problom　of　mine．

　　　B）　I　hope　I　never　see　that　ugly　face　o∫　3ωガs　aga　i　n．

上記の例文の属格を対格に換えること（＊astrange　Pγobtem　of　me，＊that　ngty　face　of

Sam）はできない。また、
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　　　C）　beveral　paintings　o∫John’5　have　just　been　stOlen・

においては、Paintings　of　Johnにすると意味がはっきり変わってしまう。彼によると、

paint　ings　o∫John’s　はJohnが所有する絵画やJohnが描いた絵画（”paintings　that

John　owns”or“painti　ngs　palnted　by　John”）を意味するのに対して、　Paintings　of

JohnはJohnを描いた絵画（“paintings　depicting　John”）にしかなりえず、その意味は

二重属格用法にはない。つまり、この場合、二重属格構造は前置属格名詞とほぼ同じ意味

であり、前置属格名詞John’　s　Paint　ingsはJohnが所有する例の絵画（”the　paintings

that　John　owns”）、　Johnが描いた例の絵画（“the　paintings　painted　by　John”）や、　John

が手入れすることになっている例の絵画（“the　paintings　that　John　has　the　task　of

cl　eani　n9’）といったより広い意味を有し、二重属格同様、　Johnを描いた例の絵画（’‘the

paintlngs　depi　cti　ng　John”）にはなりえない。したがって、二重属格と前置属格名詞とで

は、主要語と修飾語の意味的関係は等しいことになる。

　上記の観察に対してのAltenberg（1982：7〔｝－72）の説明はさらに明快である。二重属格の

存在理由（raison　d’　etre）として、これが、主に主格関係（’subjecti　ve’relation）を示

す有生（animate）名詞とともに用いられ、その属格名詞は動作主（agent）、所有主

（Possessor）、または経験者（experiencer）を表すことを上げている。それに対して、後

置されるo∫＋与格構造は通例目的格関係（’objecti　ve’rel　ation）を示し、対象（object）や

着点（goal）である無生（inanirrHte）名詞が用いられる。従って、不定（non－defi　nite）を示

す場合にof＋与格構造が属格名詞の代わりに使用されると、その名詞が目的格

Cobjecti　ve’）ととられる恐れがある。そういう場合、主格を示すことをはっきりさせる

ために、o∫構造に重ねて属格が用いられる。つまり、二重属格は明確に主格関係を示すと

いうのがA1　tenbergの考えである。

　Jespersenも、　A　bOd2rn　Engtishθγω㎜γ（皿，1・5・9）で、二重属格構造が「主格

属格」を、of＋与格構造が「目的格属格」を示すという意味上の違いを指摘している。例

えば、“an　impar’tial　estimte　of　his”では、”estirnate”が“his”で示された男によって

なされたことになるが、“an　impartial　estirnate　of　him”では他の誰かが“him”で示され

た男に対して行っh．　“esti　ma　te”ということになる。同様に、　a　friend　o／Tom’　sとa

∫riend　of　Tom（但し、人称代名詞を用いるa　fγiend　o∫herはこの場合認められない）

にも言える。前者の二重属格は、TOinが友人と認める人を示すのに対し、後者のoノ＋与格

構造は、Tonを友人と認める人を示す。

　現代英語を対象とする文法家の間でも、二重属格を「部分」とする説と「同格」とする

説とで分かれる。

　quirk　et　al．（1972：601f）は、　a∫γiend　o∫John，　sのJohn，　sはJohn’s∫γiendsの

代用形（Pいo－form）と見る（a　shOrt　stoγy　of　itn’　sがashDγt　story　o∫AiUt’　s　shoγt

stoγiesから派生したと考えるのも同様）ことも可能だという。

　しかし、ofを“out　of”や“from　among”の意味ととれない例（例えば、　that　nose
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of　his）は、前章でも指摘されているように、現代英語においても数多く見出される。

　こうしたことから、Al　tenbergは、　Jespersen（1926）が提唱した、二重属格を同格

（appositive）構文として把握する考えが最も適切だとする。つまり、　a∫ri　end　of　John’　s

　はa∫riend　who　is　John’s（fγiend，　と同義となる。また、二重属格と部分名詞句構

文は構造が似ているために時として部分属格を示すことがあるだけなのだという。

　ただし、ここで、Altenbergが指摘する、二重属格構造と、　some　o∫my∫γiendsやone

of　his　boolesといった部分名詞句構文（parti　tive　construction）との共通点に注目してみ

たい。部分名詞句構文は、’Mon－defi　ni　te　NP＋oノ＋deni　fi　te　NP”を含む。つまり、　some，

one，　each，　attといった数量詞はsome　O∫the　men，　one　of　the　nen等の名詞句構文で用

いられても、ofのあとに不定名詞を用いる構文＊some　of　men，＊one　of　menでは用いられ

ない。Ofの後につく名詞（二重属格の場合は属格名詞、部分名詞句構文の場合は与格名

詞）が「定」であることは共通している。この二重属格の特徴はZandvoo沈（1975：105）

（彼は後置属格（post　genitive）と呼ぷ）も気付いている。彼は、二重属格の属格名詞は、

特定の個別の人閻を示す名詞に限ると言う。　（Zandvoortは、もう一点、二重属格の特徴

として、主要語（headword）は冠詞（通例不定冠詞、　the　Pictuγe　of　Turner’　s　that　I

lilee　bestのように更に特定される場合は定冠詞）、数詞や代名詞を伴ったり、または修

飾語を伴わないで複数形で用いられることを述べている。）

　以上、現代英語における二重属格構造の統語的・意味的特徴に対する議論を見てきたが、

Al　tenbergがあげる二重属格に関する制約が最もそれらを簡潔にまとめていると思われる

ので、ここに引用したいと思う。二重属格構造を主要部（前置する名詞）と修飾部（o∫＋

属格）とに彼は分けている。

　　　（a）主要部は、不定でなければならない。　（ただし、制限的修飾（restrictive

　　　modi　fication）を伴う場合を除く。

　　　　　E・9・t蛇∫γ｛θηdo／Jo㎞’5餓α‡｝り拡扱θt　yesteγ血y）

　　　（b）修飾部（Mod）は、定（defi　ni　te）でなければならない。

　　　（c）修飾部と主要部とは、主格関係になければならない。

以上3点である。

3．「アーサー王の死」における二重属格の使用状況

　まず、　「アーサー王の死」における二重属格構文が属格名詞を含む場合と所有代名詞を

含む場合とを分けてみたいと思う。その上で、主要部の名詞と属格名詞（または所有代名

詞）につく冠詞等で各々が「不定」であるか「定」であるかを検討する。そして、

Al　tenbergらが指摘する現代英語における二重属格の制約がどれほど15世紀英語に適用

されるかを調べてみたい。
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　テキストとして用いたのは、Vinaver（1967）版「アーサー王の死」の第2版であり、用

例をさがすのにはKato（1974）を利用した。

　まず、所有代名詞を含む二重属格梅文の例を見てみたい。

　主要語に「不定」冠詞がつく例が最も多く20例ある。Nakashima（1981）は、　of　one’s

Otvnを含む例をあげているが、ここでは除外するのが適当であると考える。

　　　α乙oγdof　yours（1，　3，10，36）

　　　a　㎞yg彪ε　o∫　yσtLres　（1，　25，　53，　17）

　　　a　l？nyght　of　myne　（4，　12，　147，　32）

　　　a　∫etow　o∫　ntyne　（6，　7s　265，　14）

　　　a∫elOtoe　o∫hys　（16，　15，　971，　9）

　　　an　o己de　∫etowe　o∫　mynε　（6，　11，　274，　20）

　　　a　man　o∫　his　（109　82，’769，　5）

　　　amayden　o∫myne　（12，　5，　825，　4）

　　　a　cosyn　o∫　theγs　（89　20，　4049　31）

　　　a　cosyn　o∫　heγ5　（17，　8s　997，　35）

　　　a9γete］「oo　o／owres　（7，　23，　337，　8）

　　　a　∫γende　o∫myne　（10，　2，　563，　33）

　　　a　coγronLγe　o∫　heγs　（9，　49　465，　30）

　　　an　ltermytage　o∫myne（7，14，318，10）

　　　α　γynge　o∫　myne　（7，　28，　345，　15）

　　　an｝uzγPe　of　hys　（9，　IBs　496，　4）

　　　a　tol2yn　of　heγs　（189　9，　10689　5），　（18，　9，　1068，　12）

　　　a　toleyn　o∫youres　（1β9　9s　1068，　14）

　　　a　γede　s　leve　o／myne　（189　9，　1068旨　17）

さらに、複数形で冠詞を伴わない例を追加する。

　　　∫etou，ys　o／　ntyne　（16，　1，　941，　13）

　数詞や、　「不定指示形容詞」であるsomeやanyを伴ったものを下に引用する。

　　　tua　lenyghtes　o∫　myne　（2，　14，　82，　29）

　　　thγee　㎞Lyght　es　of　youγes　（6s　6，　262s　3）

　　　no　㎞yg九t　of　youγes　（4，　16，　157s　27）

　　　so　nany　hayghtes　o∫myne　　（109　69，　735，　6）

　　　tuo　bret九θme　of　myne　（6，　79　265，　19）

　　　o兇ybrothεγ　of　yourys（10，60，70394）

　　　tuo　sunnes　o∫　youγes　（20，　7，　11759　32）

　　　tuo　5tronge　caste己s　o∫his（1，197，37）

　　　5㎝　castett　of∫　youγes　　（12，　5，　826，　8）
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次に、Nakashimaでは、指示代名詞thatをともなった例として上げられている文を見て

みたい。

　　　．●．，　but　here　I　pr◎myse　the　my　tr◎uth，　1　w◎」1　never　com　agaynst　the　more，

　　　for　I　pγ℃myse　the　that　stveγ（ie　o∫　t　hyne　shzlt　neveγ　com　on　my　he　tme。

　　　（9，　30，　5249　6）

この場合、　thatは従属接続詞であるとする方が適切であると考える。　Lumiansky（1982：

319）の訳をを引用すると、彼も、thatを従属接続詞として解釈し、　ttu2t　swerde　o∫

thyneとして、特定の「剣」と見るNakashirnaの解釈とは違っている。

　　　But　here　I　pr’omise　thee　on　my　troth　that　工　will　never　come　against　thee

　　　any　m◎rg，　for　I　p㎜ise　thee　that　no　sw◎rd　of　thine　shall　ever　come　on　my

　　　helmet．

　以上、　「不定」を示す二重属格構造の例は、31あるが、それに対して、定冠詞等を伴

い「定」を示す例は1つしかない。

　　　the　forehed　o∫　hys　（14，　9，　918，　3ユ）

　次いで、属格名詞を含む二重属格構文の例を検討する。マロリーの「アーサー王の死」

における二重属格構文に現れる主要語は、物語の性質もあるのであろうが、王の臣下、

「騎士」（‘knight’）　を用いる例が圧倒的に多数を占めている。

　まず、　「不定」を示す属格名詞を含む二重属格構造の例を見てみよう。

　　　a　㎞yg彪オ　o∫　㎞ygθ　Aγthuγs　（2s　10，　77，　4）　（tp，　25，　173，　24）　（4，　27，　177s　13）

　　　（7，　32，　352，　34）　（7，　32，　353，　2）　（89　38，　441，　25）　（89　38，　442，　25）　（89　38，

　　　42，　29）　（9，　22，　503，　9）　（10，　56，　694，　12）　（10，　62，　715，　23）　（10，　63，　716，

　　　19）（10，63，716，29）（13，16，891，22）の14例。

　　　al？nighte　o∫the　duSees（1，2，　gs　10）（1，2，9，11）の2例。

　　　a　t？nyght　o∫　t　he　laynges　（9，　1，　459，　6）

　　　a　㎞yg九t　o∫　hynge　Maγsyts　（10，　449　659，　4」）

　　　t？nyght　oノ　㎞ygε　Aγthuγs　（8」　37，　441，　12）

　　　7LO　㎞yg允t　of　㎞ygε　Art　huγs　（10，　13，　589，　31）

　　　（tu｝o，　ten　good）　i？nyghtes　o∫　iertyge　Aγthurs　（8，　19，　403，　34）　（9，　9，　476，　24）

　　　（9，31，525，11）（10，28，620，23）の4例。

　　　∫our　S？nyghtes　o∫　leinge　醒aγlees　（1〔ろ　35，　637，　35）

　　　a　waγde　o／　s　iγ　Gatvaynes　（5，　11，　239，　13）

　　　a　vaγtet　o∫　kynge　Maγleis　（10，　13，　590，　32）

　　　aman　o∫㎞ygε　Evetalees　（13，　10，　880，　9）

　　　messyngeγs　o∫　Art　huγs　（1，　10，　21，　27）

　　　tondis　o∫　lanyge　Aγthuγs　（10，　52，　682，　8）

　　　an　h∠）tdε　o∫Aγthuγs　（1，　12，　26，　23）

一　　101



　以上、　「不定」を示す例は31例ある。これに対して、　「定冠詞」の例は少ないが、6

例ある。

　　　．●．，　hit　i　s　rnervayle　that　he　enduryth　so　l　onge，　that　none　of　the　nob　l　e

　　　㎞yg屍tεs　o∫　my　toγde　Art　huγs　have　nat　dal　te　with　hyrm（7，　15，　320，　23）

　　　atl　the　ienyghtes　o∫　㎞ygθ　Aγt　huγs　（8，　37，　441，　10）　（13，　16，　891，　8）

　　　ttte　（thγee，　i？nyghtes　o／　i？nyge　Aγthuγs　（6，　6，　262，　20）　（6，　7，　262，　33）

　　　the　twenty　lenyghtes　o∫sir　Launcetottes　（9，　31，　526，　14）

4．二重属格に関する制約

　これまで、トマス・マロリー「アーサー王の死」における二重属格構造の例を見てきた。

最後に、現代英語における二重属格に関する制約がどれくらいこの15世紀の文献の用例

で当てはまるか検討してみたい。

　まず、　「（a）主要部は、不定でなければならない。」については、大部分は「不定」で

あったが、　「定」の例も現代英語同様、数は少ないが見られる。この制約は、現代英語に

おいても、中英語においても、絶対的なものとはいえないだろう。

　また、　「（b）修飾部（Mod）は、定（definite）でなければならない。」には、上にあげた

用例を検討すると、全てについて当てはまることが分かる。属格名詞の場合、固有名詞以

外では、　the　duleesとthe　ieynges、どちらの用例の普通名詞も定冠詞と共に用いられてい

る。例外は一つもなく、この制約はかなり守られている。

　最後は、　「（c）修飾部と主要部とは、主格関係になければならない。」である。修飾部

である属格名詞（または代名詞）は、用例全てにおいて人間を示していた。つまり、有生

（animate）名詞であった。そして、その属格名詞は常に所有主（possessor）である。主要

部の名詞が有生名詞（人を示す）である場合は、血縁・主従関係を表す単語であることが

多かった。また、主要部の名詞が無生名詞（ものを示す）場合は全て所属物・所有される

ものを表している。

　このように、二重属格の用法は、15世紀後半においては、かなり現代英語に近いと言

えると思う。今回は、二重属格構造の用例のみを拾い出して検討したが、of＋与格構造、

前置属格名詞、部分名詞句構文等、二重属格構造と意味的・機能的に重なり合う面を持っ

た他の構造との中英語の文献における比較が今後の課題となると考える。
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